
企業が今後必要となる仕事上のスキル・技術を、再教育で従業員に身につけさせる「リスキリン
グ」と呼ばれる“学び直し”が注目を集めています。背景には、デジタル技術で業務全体を変革する
デジタルトランスフォーメーション（DX）への関心の高まりがあります。世界経済フォーラムは、AI
の普及や自動化の進展により人間の仕事の多くが機械に代替されることで、2025年までに事務職
など8,500万人分の雇用が消滅する一方、データアナリストなどのデジタルに関連する9,700万人分の
新たな雇用が生まれると予想します。もっとも、わが国においてはDXを推進するデジタル人材が
不足しています（図表１）。そこで、企業が必要とするスキルと従業員が保有するスキルとの間の
ギャップを埋めるための能力開発として、リスキリングが必要となります。ちなみに、「リカレント
教育」も能力の再開発という意味では同じですが、こちらは生涯を通じた継続的な学びによって
人生を豊かにするニュアンスを持ち、一般的には職を離れて高等教育機関などで学び直す一方、
リスキリングは社内において新たなスキルを獲得するなど職業能力向上に力点が置かれている点で
異なります。
わが国においては、経団連が2020年に発表した「新成長戦略」の中でリスキリングの必要性に

ついて触れ、大企業を中心にこれまでデジタルスキルやリテラシーが必要と位置付けられてこな
かった営業職や生産部門などの幅広い従業員を対象に、デジタル技術やそれを活用したサービスの
動向を学ぶ研修を実施する事例が増えています（図表２）。また、2021年４月には、日本のデジタル
競争力の強化や企業のDXの原動力となるリスキリングの普及を目指すための日本初のリスキリング
に特化した組織として、マイクロソフトなど11社・団体による「一般社団法人ジャパン・リスキリ
ング・イニシアチブ」が発足し、リスキリングの支援に向けた動きも活発化し始めています。
リスキリングが進展することは、①従業員にとっては新しいスキルを身につけることで新しい

仕事に挑戦しキャリアを築くことができる、②企業にとっては従業員を解雇することなく既存の
人材を低コストで新しい分野に投入し事業転換を図ることができる、③国にとっては労働生産性の
向上に伴う経済の底上げが期待される、といったメリットがあります。リスキリングを成長戦略の
中核と位置付け、国、企業、従業員の三位一体で推進していくことが期待されます。

三十三総研 調査部 研究員　佐藤 聡一郎

新型コロナが変えた生活様式

新型コロナウイルスの感染拡大が止まりません。

昨年はじめからすでに２年近くにわたってマスク

着用、手指消毒、ソーシャルディスタンス確保

などの対策が呼びかけられ、私たちの生活様式

は大きく変わり、テレビなどで感染拡大以前の

様子が映し出されるとどこか違和感を覚えるよう

になってしまいました。

これらの対策に加えて重要とされているのが

換気です。感染者から発せられる飛沫が空気中に

漂うことになり、同じ部屋にいる人たちがウイ

ルスを含んだ飛沫を吸い込むことで感染が拡

がっていくと考えられています。

マイクロ飛沫とは

飛沫というと唾が飛ぶのをイメージされる方

も多いと思います。普通の会話に加えて咳や

くしゃみをしたときには数メートルの距離で

飛沫が飛ぶことが様々な実験でわかっています。

一方、感染拡大後に時々耳にするのがマイクロ

飛沫という言葉です。これは従来の医学の教科書

にも載っていない新しい概念で、大声を出した

ときなどに発生する直径５μm（１μmは１mmの

千分の１）未満の小さい飛沫で、この大きさだと

一度空中に放出されると容易に沈むことはなく、

長い間その部屋の空間に漂うことになります。

大声を出すことで起こる声帯の振動がマイクロ

飛沫を発生させること、気管支粘膜にできた小さ

な泡が気管支の中で強い空気の流れの影響で

破裂することが関連していると考えられています。

このマイクロ飛沫を追い出すために換気が必要

になるのです。

新しい換気の考え方

もともと日本の戦後の住宅はすき間風が吹いて

いて構造的に密閉されない造りでしたが、近年

は高気密高断熱の省エネ住宅が主流になってい

ます。シックハウス症候群の経験から平成15年

以降の新築住宅には24時間換気システムの設置

が義務付けられました。しかし、このときに問題

になった換気は主にホルムアルデヒドなどの

揮発性有機化合物を念頭に置いたものでした。

新型コロナウイルス感染で問題になるマイクロ

飛沫を換気によって室外に出そうと思うと、換気

システムでは不十分です。室内に空気の流れを

作り、マイクロ飛沫をこの流れに乗せることで

短時間に室内の空気を入れ換えることが求められ

ます。細かいホコリを追い出すイメージで、相対

する両壁の窓や出入り口を開け放つことで効率的

に換気するのです。

新型コロナウイルスの感染拡大が健康常識と

生活様式を変えています。長くなっている自宅

での時間、換気による自衛策を強化して新型

コロナウイルスを室内から追い出しましょう。

窓を開けて空気の流れを作りましょう（環境省HPより）
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図表２ リスキリングに取り組む主な企業図表１ デジタル人材の量に対する過不足感

（資料）独立行政法人情報処理推進機構社会基盤センター「IT人材白書2020」 （資料）各種資料を基に三十三総研作成
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支援する手法などを身につけてもらうプログラムを開始
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